
１　評価対象施設

２　評価者（敬称略,五十音順）

３　評価の実施状況

４　評価結果

職員・管理体制

１　適正な職員配置及び管理体制となっている。
２　新型コロナウイルス感染症拡大等の影響を受ける中、職員の配
置、職員研修等について、柔軟に対応してきているが、引き続き、利
用者の安心安全に配慮した施設運営を目指してほしい。
３　所管課は、事業計画に沿った職員配置となっているとの評価では
あるが、人件費の決算が予算比10％減となっている。そのことへの合
理的な説明が施設側からなく、また想定し得る人事異動等が加味され
ていない。

１、２　今後とも、努力してまいります。
３　予算・決算のかい離については、十分な分析を行うとと
もに、説明責任を果たせるよう取り組み、また事業計画書作
成時には、計画的な人員配置及び人事異動等を加味した
予算編成に努めてまいります。

自主事業

１　各事業の取り組みについて、障がい者団体等だけでなく、県民一
人一人にもその内容を伝え、参加の呼びかけを行ってほしい。
２　他団体と協働しての企画の取り組みは良いことであるので、今後も
一層連携して実施してほしい。
３　東日本台風の影響を受け、自主事業の活動を制限される期間が
あったが、最大限努力され、文化事業及びスポーツ推進事業により地
域貢献につながっている。

１　より多くの方々に事業を伝える広報活動を、心掛けてま
いります。
２　行政をはじめ、様々な団体等との協働・連携通じて、事
業を進めてまいります。
３　今後も各種事業を推進し、地域貢献に繋がる努力を行っ
てまいります。

平等な利用の確
保

１　現在、利用方法や予約状況の情報が、ホームページや受付のパソ
コンで確認でき、利用しやすい施設となっているので、今後もより一
層、障がい者やその介助者、健常者、子どもや親等が利用しやすい
設備の工夫や参加しやすい事業の企画を続けてほしい。
２　広い県内ではあるが、中信、南信等の利用希望者も平等に施設が
利用できるよう努力してほしい。
３　障がいのある人もない人も共に広く利用できるよう利用上の内規を
定め、利用許可や減免など適切な対応がなされている。

１　 設置目的でもある総合的に提供するという交流型の特
徴及び、今後より多様化していく社会の中で、誰もが利用し
やすいセンター・事業運営を目指してまいります。
２　行政・福祉・スポーツ団体と連携・協力し、県内全域の障
がいのある方のスポーツ振興を、各地にあるサンスポートを
拠点に今後も、継続して取り組んでまいります。
３　今後とも、適切な対応を心掛けてまいります。

利用者サービス
向上の取組

１　各市町村への派遣事業の強化や、地域の障がい者等の利用の向
上につながるような企画を検討し、さらなるサービスの向上に努めて
ほしい。
２　施設のホームページのサービスメニュー欄が煩雑な印象で見づら
いため、多様な利用者に受け入れられるような構成にしてほしい。
３　利用者増が伸び悩んでいる現状と、市町村等の施設でも障がい者
に対するサービス提供が進む中、他の施設にはない特色を出し、さら
なる利用率向上に努めてほしい。
４　現在行われているテニスコートの夜間利用のような屋外・屋内施設
の利用増加につながる取り組みを増やしてほしい。
５　多目的ホールや会議室等の文化施設の稼働率向上につながる取
組を検討してほしい。
６　改修工事等の影響で施設が使用できない間、他のスポーツ施設
等を借用し、スポーツ活動等が継続できるように対応するなど、利用
者のサービス継続につなげている。

1 　地域の障がい者等に対しての利用の向上につながるよ
うな、企画を検討してまいります。
２　現在、ホームページの改修を進めています。
３　当センターの特色である専門性を兼ね備えたスポーツ・
運動の支援・指導を進めてまいります。
４　職員が知恵を出し合い、取り組んでいきたいと考えま
す。
５　文化施設の予約方法の検討、情報関連設備の改修を進
め、利用しやすい施設運営に努めてまいります。
６　今後とも、利用者サービスの充実に努めてまいります。

項　　　目 指摘・意見等 左記への対応方針

施設の目的に沿っ
た管理運営

１　施設に寄せられた利用者の顧客満足度調査結果について、事業
報告の際に、その意見の内容、件数等について具体的な報告を行う
と、課題がみえてくるのではないか。
　　また、利用者の声の提示も来館者が目を引くような掲示に変更して
いただきたい。
２　顧客満足度調査のアンケート項目の見直しを適時行い、利用者の
ニーズを分析し、同時に施設のサービス評価委員の評価も受けなが
らより良い施設運営を行ってほしい。
３　多様な自主的企画に取り組まれているが、ぜひ、その企画・運営
等にも可能な限り障がい等のある当事者の参加を検討してほしい。
４　新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を十分に講じ、施設整
備や備品を適切に管理し、施設の効用を有効に発揮されている。

１　調査結果の分析・報告方法に検討を加えます。また、利
用者の声の掲示方法を改善します。
２　令和３年度から新たなアンケート様式に変更し、利用者
ニーズを的確に把握・分析し、委員の意見も踏まえながら、
より良い施設運営を行います。
３　現在、競技大会（水泳、卓球）においては、当時者の参
加のみでなく、当日の運営に障がい者競技団体が参画して
います。今後一層、障がいのある方が企画、運営に携わっ
て頂けるように働きかけてまいります。
４　安心安全な施設運営に、努めてまいります。

年月日 場所 内容

令和2年12月18日
長野県障がい者福祉センター

（長野市下駒沢586）
　令和元年度の管理運営状況及び県のモニタリング状況について

倉地　昭重 長野県障がい者福祉センター外部評価委員 利用者代表

松本　幸雄 長野市文化スポーツ振興部スポーツ課課長補佐 市町村等代表

濵　民恵 社会保険労務士 専門家

上野　隆一 一般社団法人しょう事業部長 指定管理者選定委員代表

評価者名 役職等 備考

清水　亮祐 公認会計士 専門家

指定管理者制度導入施設の第三者評価結果　【対象年度：令和元年度】

施設名 長野県障がい者福祉センター 所管部・課 健康福祉部　障がい者支援課

指定管理者 社会福祉法人　長野県社会福祉事業団 指定期間 平成31年４月１日～令和６年３月31日（５年間）



施設の管理運営
の課題

１　職員研修や人材育成の計画に、コンプライアンス研修を追加し、職
員個々のスキルを向上させてほしい。
２　主に広報を実施している地域が施設のある北信に偏っている傾向
にあるため、予算の組み立て、広報方法等を検討し、県内全域の
方々に利用サービスを図れるよう検討してほしい。
３　全国障害者スポーツ大会の長野県開催が予定されている中、市
町村も障がい者スポーツ行政の機運醸成に取り組んでいる。
　　そこで施設を県民に広げる観点と、市町村の障がい者スポーツ推
進の観点からも、より両者の連携を深めていってほしい。

１　職員研修に当該研修を追加する等を行い、職員個々の
スキルを向上させていけるよう、取組みます。
２　広報内容・地域等を精査し、必要な情報を必要な方に届
けられるよう情報発信を行ってまいります。
3   利用しやすい施設を目指すと共に、本館、サンスポート
では、障がいのある方のスポーツ推進に向けて貸出し用具
を拡大し団体、個人と多くの方に実践いただき、求めに応じ
て連携も図っていきます。

収支状況

１　東日本台風等により、厳しい状況での施設運営を行ったが概ね適
正な収支状況である。
２　修繕費について、修繕が必要となった経緯が不明確なものが散見
される。
３　評価年度は東日本台風による水害等があったとはいえ、予算の積
算が少し甘い印象を受ける。

１　今後とも、努力してまいります。
２　小規模修繕を実施する際にも、修繕原因をしっかり分析
し、適切な修繕に努めます。
３　評価年は「特殊年度」として捉えています。しかし予算積
算に当たっては、当該年度の事業計画を精査しつつ、計画
に見合った予算編成を心掛けてまいります。

総合評価

１　台風被害や新型コロナウイルス感染症等といった特殊要因がある
中、概ね問題なく事業運営が行われている。
２　管理者側の説明責任への取り組みが不足している。
３　県の定期的なモニタリングを強化し、予算の適正な執行をしてほし
い。
４　障害福祉サービス分野は法律改正等常に制度が変化していること
から、常に情報を速やかに入手し、先駆的施設として取り組んでほし
い。
５　本施設のような職員が頑張って取り組んでいる施設の活動がもっ
と県民に理解され、多くの県民に利用されるような社会になっていって
ほしい。

１、５　今後とも、努力してまいります。
２、３　県と指定管理者とで連携を密にとり、適正な執行とな
るよう努めてまいります。
４　県をはじめとする行政機関や本部事務局、他県の同種
施設等とのつながりを深め、情報収集に努めるとともに、情
報発信を行ってまいります。


